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はじめに

日本語教室の空白地域解消に向けて、地域日本語教育事業にどの

ように取組んでいけば良いでしょうか。悩んでおられる自治体や

国際交流協会の担当者も多いかと推察されます。

ここでは、空白地域解消に取組むうえで求められる視点を提示し

ます。実践報告を聴くにあたっての参考となれば幸いです。
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地域日本語教育事業の推進に求められる視点

• 多文化共生施策／事業の一環として取組む

• 組織内の体制づくり、組織を越えたネットワークづくり

• コーディネーターが成否のカギを握る

多文化共生施策／事業の一環として取組む

（日本語教育学会2008）
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多文化共生施策／事業の一環として取組む

「『地域日本語教育』を多文化共生社会形成のためのシステムとする

ならば、地域日本語教育は多文化共生政策の一環として自治体が中

心となり市民と協働で取り組んでいくべき事業といえる」（日本語教育学会

2009）

多文化共生施策／事業の一環として取組む

北九州国際交流協会では「外国人当事者や支援機関との太いパイプを持つ北九
州市多文化共生ワンストップインフォメーションセンターと常時連携することにより、
日本語学習のニーズ把握に努める」（文化庁2019a：62-63）
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組織内の体制づくり、組織を越えたネットワークづくり

• 地域日本語教育の意義を組織内で共有を図りつつ、施策／事業

を推進していくための体制づくりを行う。

• 組織内の体制づくりと並行して、地域日本語教育分野における

人・組織との連携・協働を推進し、組織をこえたネットワーク

づくりを行う。

地域日本語教室設置に向けた実践
－岩手県宮古市（2017～20１９年度実施）
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地域日本語教室設置に向けた実践
－岩手県宮古市（2017～20１９年度実施）

コーディネーターが成否のカギを握る

「『地域日本語教育』を多文化共生社会形成のためのシステムとする

ならば、地域日本語教育は多文化共生政策の一環として自治体が中

心となり市民と協働で取り組んでいくべき事業といえる。また、自治体

施策としてシステムを構築し、日常的に機能させていく事業とするた

めには、常勤の専門職として『コーディネーター』を配置していくことが

求められる」（日本語教育学会2009）
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コーディネーターが成否のカギを握る
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コーディネーターが成否のカギを握る

文化庁委託「地域日本語教

育コーディネーター研修」

「地域日本語教育コーディ

ネーター講師育成研修」を

TaSSK（多文化社会専門職機構）

で実施中。

11

12



「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業
空白地域解消推進協議会（2021年10月21日（木））基調講演 配布資料

7

コーディネーターが成否のカギを握る
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プログラム編成

【夏期Ⅰ】
地域日本語教
育システムに
関する知識
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（知識・技能・思い）

講師育成研修

コーディネーター

研修

交流・相互学習

省察の場
づくり

協働での
省察

コーディネーターが成否のカギを握る

地域日本語教育事業の推進に求められる視点

• 多文化共生施策/事業の一環として取組む

➡ 施策/事業の縦割りを崩して一体的に推進する

• 組織内の体制づくり、組織を越えたネットワークづくり

➡ 組織内で地域日本語教育の意義を共有する

➡ 地域日本語教育を通じて人・組織のネットワークをつくる

• コーディネーターが成否のカギを握る

➡ 地域日本語教育活動の現場に立脚しつつも、現場の問題を俯瞰的に捉え、課

題解決に向けて人・組織の連携・協働を推進する実践知が求められる
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